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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

※各校で、「資質・能力」の数や「レベル」の段階数は変更する。 

育成すべき資質・能力 レベル１ レベル２ レベル３ 

 

目指すべき 

生徒の将来像 

知
識
・
技
能 

基礎学力 

中学校終了レベル 

（スタディーサポート C３レベル程度） 

 

高校入学レベル 

（スタディーサポート C2 レベル程度） 

 

高校標準レベル 

（スタディーサポート C1 レベル程度）就職・一

般推薦・AO 入試対応レベル 

 

２
１
世
紀
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
き
、
自
ら
進
ん
で
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間 

体力 

東京都統一体力テスト 

体力合計平均値 全学年平均５０以上 

 

東京都統一体力テスト 

体力合計平均値 全学年平均５３以上 

 

東京都統一体力テスト 

体力合計平均値全 学年平均５５以上 

 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

協働力 

他人に迷惑をかけない。 

困っている人がいれば、助けることができ

る。 

 

互いの人格を尊重し、挨拶や所作、身だしなみ等、

社会での尊厳を保つとともに、思いやりと規範意

識のある行動ができる。 

 

互いの人格を尊重し、相手の長所や特性の理解に

努め、集団の中で的確に役割を分担して物事に取

り組むことができる。 

 

コミュニケーシ

ョン能力 

他人の話を集中してよく聴き、理解 

することができる。 

 

自分の意見を自分の言葉で的確に表現すること

ができる。また、相手の意見を共感しながら聴

くことができる。 

 

相手の意見をよく聴いた上で、自分との違いや共

通点を理解し、建設的に話し合いを進めることが

できる。 

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等 

       

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等 

課題解決力 

わからなかったことやできなかったことを

自覚し、その課題に向き合うことができる。 

 

課題に直面した時、自ら主体的に考え、行動する

ことができる。 

 

課題に直面した時、自ら主体的に考えたり、あら

ゆる方法から情報を収集し判断し、行動すること

ができる。 

たくましく生き

る力 

自らの身にせまりうる危機を理解し、事故を

予防することができる。 

 

他者の命を守るために自らが果たすべき役割を

理解し、地域全体の安全に貢献することができ

る。 

具体的な被災時の行動指針を持ち、安全・安心な

生活への高い意識をもって日常生活を送ること

ができる。 

 

国際性 

英検３級程度の文法語彙力を使用し、ｺﾐｭﾆｹｰ

ｼｮﾝを図ることができる。 

英検準２級程度の文法語彙力を使用し、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝを図ることができる。 

英検２級程度の文法語彙力を使用し、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

を図ることができる。 

 

 

【生徒／学校の現状】 

素直で純真な生徒が多い。クラス委員・学校行事・部活動・勤労活動など、一人で何役もこ

なす多忙な毎日を送る活動的な生徒が多い。 

外部の集団との接触が少ないことや他人との競争場面が少ない面、競争心に欠ける穏やかな

生徒が多い。 

 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

○知・徳・体の調和のとれた健全な人間の育成 

○思いやりと規範意識のある人間の育成 

○郷土及び日本の伝統文化と国際社会を理解する人間の育成 

 

【教育目標】 

・互いの人格を尊重し、社会規範と常識を養うとともに、自ら進んで社会に貢献できる人材の育成を図る。 

・「確実な学力」を身に付け、生徒の達成感と成就感につなげ、明朗闊達かつ明るく元気な学校生活を送る人材の育成を図る。 

・実践的な防災教育及び実践的なキャリア教育をとおして、社会のグローバル化にも対応できる逞しく生き抜く人材の育成を目指す。 

・学校、保護者、地域が連携し、感謝の気持ちと郷土及び日本社会への畏敬の念を育む教育の推進を図る。 

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】 

○自学・自習を習慣づけ、自己教育力を育成。 始業時前の朝学習、放課後長期休業中の補習、基礎学力向上のための個別指導を通じて実践。 

○自ら主体的に考え、判断し、行動して課題解決できる能力の育成。 ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞによる学習活動を通じて実践。 

○互いの人格を尊重する心、思いやりと規範意識の心の育成。 郷土及び日本の伝統文化に触れる授業、学校行事、部活動、地域貢献活動を通じて実践。 

○国際社会で活躍できるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力、協働力の育成。 外国語教育に力を入れ、また、部活動や学校行事、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動を通じて実践。 

○危機管理能力の育成。 自助、共助の精神を避難訓練、ｾｰﾌﾃｨ教室等を通じて実践 

【予想される社会の変化】 

・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化の拡大 ・AI 技術の進展 ・日本の少子化、高齢化の加速  

・生産年齢人口の減少 ・予測困難な時代 

【学校像/学校経営計画】 

・自ら進んで社会に貢献できる人材の育成  ・（自ら主体的に考え、判断し、行動して課題解決できる人材の育成 ・互いの人格を尊重し、思

いやりと規範意識のある人材の育成 ・個々の能力を最大限伸ばした進路実現と「確かな学力」を身に付ける教育の推進 ・実践的防災教育と実

践的キャリア教育の充実 ・感謝の気持ちと郷土及び日本の伝統文化の推進と国際理解教育の推進 

 

 


